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特に記載のないものは、電話で申し込みください。
・市役所 TEL（34）5511 にかけて、交換手にその内線番号を告げてください。

平成22年度 三条市決算 状況

●
各
指
標
の
説
明

実
質
赤
字
比
率

　

福
祉
、
教
育
な
ど
を
行
う
一
般
会
計
の

赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

深
刻
度
を
示
す
比
率
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
た
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
市
全
体

の
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
比
率
。

実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に
準
じ

る
負
担
額
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の

危
険
度
を
示
す
比
率
。

将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
の
借
入
金
や
将
来
支
払
う

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
す
比
率
。

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
料
金
収
入
の

規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
況

の
深
刻
度
を
示
す
比
率
。

●
健
全
化
判
断
比
率
な
ど
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度

決
算
の
実
質
的
な
赤
字
や
第
三
セ
ク
タ
ー

な
ど
を
含
め
た
将
来
負
担
な
ど
の
指
標
を

公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
指
標
は
、
４
つ
の
「
健
全
化
判
断

比
率
」
と
公
営
企
業
の
「
資
金
不
足
比
率
」

を
算
定
し
、
財
政
の
健
全
性
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
比
率
が
一
定
程
度

悪
化
す
る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

す
る
な
ど
、
自
主
的
な
財
政
健
全
化
を

図
る
こ
と
に
な
り
（
早
期
健
全
化
基
準
、

経
営
健
全
化
基
準
）、
さ
ら
に
悪
化
し
た

場
合
は
、
国
の
管
理
・
指
導
を
受
け
て
、

財
政
を
再
建
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

（
財
政
再
生
基
準
）。

●健全化判断比率（平成 22 年度決算）
＊実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は「－」で表示

指 　 標 三 条 市 早 期 健 全 化
基 準

財 政
再 生 基 準

実 質 赤 字
比 率 － 12.13 20.00

連 結 実 質
赤 字 比 率 － 17.13 35.00

実 質 公 債 費
比 率 15.7 25.0 35.0

将 来 負 担
比 率 165.8 350.0

●資金不足比率（平成 22 年度決算）
＊資金不足額がない場合は「－」で表示

特 別 会 計 の
名 称 三条市 経営健全化

基 準
農 業 集 落
排 水 事 業 特 別
会 計

－ 20.0

公 共
下 水 道 事 業
特 別 会 計

－ 20.0

水 道 事 業
会 計 － 20.0

◇平成 22 年度一般会計の決算状況◇
　一般会計の決算収支は、歳入総額 541 億 1,211 万１千円、歳出総額 519 億
1,136 万７千円となり、歳入歳出差引額は、22 億 74 万４千円となりました。

◇市民一人当たりの決算額と主な事業
民　生　費 商　工　費 衛　生　費 教　育　費

高齢者、障がい者、
児童の福祉推進などに
118,746 円

・障がい者自立支援給付
・家族介護等支援
・保育所の運営

産業の振興などに
86,099 円

・売れるものづくり・売れるしくみ
づくり支援事業

・燕三条ブランドポータルネット
ワーク事業

市民の健康管理や
ごみ、し尿の処理などに
61,800 円

・健康診査事業
・健康運動教室の開催
・ごみ処理施設建設事業

学校の管理運営や
整備などに
57,047 円

・小中一貫教育の推進
・特別支援教育の充実
・スクールバスの充実

公　債　費 土　木　費 総　務　費 そ　の　他
公共施設整備の
ために借りた
お金の返済に

54,757 円

道路、公園等の整備推進などに
50,487 円

・新保裏館線の整備
・半ノ木一ツ屋敷線の整備
・栄スマートインターチェンジの整備

事業

まちづくり推進、自治振興などに
41,994 円

・地上デジタル放送共聴施設整備
・まちづくり活動支援事業
・デマンド交通による公共交通社会

実験の実施

農業の振興や消防、議会運営などに
27,571 円

・農産物高付加価値化等農業活性化
プランの推進

・小型動力ポンプ積載車購入等、消防
団装備の増強

◇各会計の決算状況
会　計　名 収　入　済　額 支　出　済　額 差　　　額

一 般 会 計 541 億 1,211 万１千円 519 億 1,136 万７千円 22 億 74 万４千円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 91 億 3,754 万３千円 92 億 477 万３千円 △   6,723 万円
老 人 保 健 事 業 1,137 万４千円 1,031 万９千円 105 万５千円
後 期 高 齢 者 医 療 ７億 7,514 万円 ７億 7,239 万６千円 274 万４千円
介 護 保 険 事 業 76 億 1,593 万３千円 75 億 7,773 万８千円 3,819 万５千円
農 業 集 落 排 水 事 業 ９億 5,856 万３千円 ９億 4,466 万１千円 1,390 万２千円
勤 労 者 福 祉 共 済 事 業 1,953 万８千円 988 万４千円 965 万４千円
公 共 下 水 道 事 業 28 億 8,439 万６千円 28 億 8,004 万１千円 435 万５千円

合 計 755 億 1,459 万８千円 733 億 1,117 万９千円 22 億 341 万９千円

◇主な建設事業費（特別会計を含む）
●ごみ処理施設建設事業費
　……………………………17 億 1,062 万９千円
●し尿処理施設建設事業費

……………………………16 億 7,350 万７千円
●街路事業費
　……………………………12 億 9,501 万６千円
●栄地区総合体育館建設費

…………………………… ７億 5,377 万７千円
●第一中学校区小中一体校建設事業費
　…………………………… ６億 5,571 万９千円
●道路新設改良費

…………………………… ６億 5,134 万２千円
●第二中学校区小中一体校建設事業費
　…………………………… ４億 9,634 万２千円
●福多・大和統合保育所建設事業費
　…………………………… ４億 8,112 万８千円
●農業集落排水事業費

…………………………… ３億 7,502 万４千円
●下水道事業費

…………………………… ８億 3,292 万３千円

市税
131億2,394万９千円

 （24.2%）

市債
99億9,910万円
（18.5%）

諸収入
85億4,044万５千円

 （15.8%）

国庫支出金
71億6,193万７千円

 （13.2%）

その他
14億9,058万円 （2.7%）

地方交付税
91億7,566万９千円

 （17.0%）

県支出金
23億579万３千円
（4.3%）

地方消費税交付金
10億6,726万３千円
（2.0%）

使用料及び手数料
５億5,558万５千円（1.0%）

分担金及び負担金
６億9,179万円（1.3%）

歳入
541億1,211万
１千円
（100.0%）

民生費
123億6,566万１千円 

（23.8%）

商工費
89億6,590万５千円 

（17.3%）
教育費

59億4,056万円 
（11.5%）

公債費
57億211万９千円 
（11.0%）

土木費
52億5,747万９千円 
（10.1%）

総務費
43億7,307万６千円 
（8.4%）

その他
４億4,591万円 （0.9%）

衛生費
64億3,550万３千円 
（12.4%）

歳出
519億1,136万
７千円
（100.0%）

消防費
14億6,860万５千円 （2.8%）

農林水産業費
９億5,654万９千円 （1.8%）

会　計　名　等 22 年度末現在高 市民一人当たり負担額

市　
　
　
　
　

債

一 般 会 計 551 億 9,243 万６千円

特 別 会 計 269 億 4,978 万１千円

三 条 市 計 821 億 4,221 万７千円 78 万 8,805 円

一 部 事 務 組 合
（三条市負担分） 167 億 2,965 万４千円 16 万 654 円

合 計 988 億 7,187 万１千円 94 万 9,459 円

債
務
負
担

行

為
一 般 会 計 44 億 576 万８千円 ４万 2,308 円

◇借入金などの状況
　市債とは、主に建設事業を行うために、国や金融機関
などから借り入れする資金をいいます。
　これは公債費として長期間にわたって返済していき
ます。
　債務負担行為とは、数年度にわたる建設工事、土地の
購入、翌年度以降の経費支出など、将来の財政支出を
約束することをいいます。
　これは、定められた年度において必ず歳出予算に計上
されます。

財務課 財政係　☎内線３４２

注：（　　　）は
　　構成比

注：（　　　）は
　　構成比

一般会計［歳入］

一般会計［歳出］


